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はじめに
レオノーラ・ミアノ（1973−）は、1991年以来フランスに在住して、執筆や
講演などの活動を精力的に展開するカメルーン出身の女性作家である。アフリカ
の武力紛争をテーマにしたフランス語小説『夜の内側』1）（2005）でデビューし、
2013年に奴隷貿易をテーマにした『影の季節』2）でフェミナ賞を受賞した。
本稿で取り上げる『来たる日の輪郭』3）（2006）は『夜の内側』の続編で、フ
ランスの高校生ゴンクール賞を受賞した。つづく『深紅の夜明け』4）（2009）と
ともに、ミアノのアフリカ三部作をなす小説である。
『来たる日の輪郭』は、武力紛争終結後の社会で、親に虐待され、捨てられた
少女がひとり生き抜くさまを描いたものである。作家は、紛争後社会における弱
者の状況をどのようにとらえ、その将来をどのように思い描いているのだろうか。
それを明らかにすることが本稿の目的である。
そのために、まず小説の構造と語り手の機能について考察する。ついで、紛争
後社会における弱者の立場がいかなるものか、とりわけ、虐待と占いや宗教との
関係がどのように表象されているかを明らかにする。さらに、主人公の意識の変
化を跡づけることによって、主体がどのように状況に抵抗していくのかを考察す
る。そして、作家が紛争後社会の未来を奈辺に託そうとしているのかを探りたい。
１．作品の構造
構成
ミアノは中学生の頃ジャズに開眼したといい、ミアノ文学にジャズは少なから
武力紛争後の社会と弱者
──レオノーラ・ミアノの『来たる日の輪郭』を読む──
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— 64—
ぬ影響を及ぼしている。本小説は、5つのパートから構成されるジャズの楽曲に
見立てられ、それぞれのパートには以下のようにタイトルが付されている。
登場人物
主要な登場人物は以下の通りである。
作品のあらまし
以下では議論の前提としてパートごとの梗概を示す。
１．プレリュード：不在
小説の舞台は、前作の『夜の内側』と同様、赤道アフリカの架空の国ムボア
スで、カメルーンがモデルである。『夜の内側』は、2003年にカメルーンで起
きた石油資源をめぐる武力紛争に取材したもので、舞台は農村である。これに
対して、続編『来たる日の輪郭』の舞台は、紛争終結後のソンベという都市で、
経済首都のドゥアラがモデルである。
頁数 パート名 タイトル
１ pp.15〜42 プレリュード 不在
２ pp.43〜118 第1ムーブメント 意志
３ pp.119〜134 インタールード レジリアンス
４ pp.135〜204 第2ムーブメント 世代
５ pp.205〜249 コーダ 自由
登場人物名 相関関係 その他
1 ムサンゴ 主人公 名は「平和」の意
2 エウェンジ ムサンゴの母 名は「戦い」の意
3 ラシェル エウェンジの母
4 パパ ムサンゴの養父
5 ムバレ ムサンゴの友 名は「真実」の意
6 ムロンガ 小学校の女性校長
7 クウィン マーケットマミー 名は「女王」の意
8 エンダレ 教会信者
9 エペシ エウェンジの姉
10 セセ 女占い師
11 アイーダ 孤児救援施設経営者
12 クウェディ アジトの料理番
13 ジャネア ソンベの警視　
小説は、父親を失ったばかりのムサンゴという名の少女を、母親のエウェン
ジが打ち据えるという衝撃的なシーンから始まる。占い師のセセが、娘に宿っ
た悪霊が父親を殺したとエウェンジに告げたためである。少女はなお火だるま
にされかけたところを裸で逃げ出す。
さまよう少女をマーケットマミーのクウィンが助け、一夜の宿を与えた。こ
のとき少女は言葉を失っていた。ほどなく、女子学生のアヤネが、孤児の救援
施設にムサンゴを保護した。アヤネは前作『夜の内側』の主人公で、農村を出
てソンベで救援活動をしていたのだ。やがて、施設が反乱軍の元兵士らに襲撃
され、ムサンゴは郊外に避難したが、今度は地元の不良グループによって人身
売買組織に売り飛ばされる。
２．第１ムーブメント：意志
ムサンゴはイロンディとよばれるブッシュの地に送られた。そこには、売春
目的で女性たちをヨーロッパに密航させる「道徳再武装運動」と称する組織の
アジトがあった。売られた女性たちが監禁されており、老女のクウェディが食
事などの世話に当たっていて、ムサンゴはその手伝いとして連れてこられたの
だ。組織の幹部らは互いに「光」、「神の賜物」、「永遠の命」などと呼び合って
いる。数ヶ月後、ようやく主人公は口を開き、働き始めた。
三年後、12才になった主人公は、幹部の車のトランクに隠れて脱出をはか
る。車は、ソンベにある「目覚めの教会」と称する新興宗教の教会に着いた。
だが、そこでムサンゴは再び「光」に捕えられる。信者集会の場でムサンゴは、
教団の裏の顔が人身売買組織であることを暴露した。会衆は混乱に陥り、居合
わせたジャネア警視が事実関係を質そうとするなか、ムサンゴは一人街へと逃
れ出た。雨の中、ツベ川のほとりの漁村で少女は行き倒れる。
３．インタールード：レジリアンス
呻いている主人公を一人の老女が見つけ、自分の住む洞窟に運んで介抱した。
老女は「魂喰い」と断罪されて村を追われたという身の上を語った。その時、
少女ムサンゴは、老女が、ほかならぬ年老いた自分自身の姿だと気づく。それ
は、泥の中に倒れた少女ムサンゴの見た白日夢だったのだ。
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４．第2ムーブメント：世代
夢から覚めた主人公は、警察署にジャネア警視を訪ねるが、彼はすでに地方
へ左遷されていた。つぎに、かつて通っていた小学校を訪れると、女性校長の
ムロンガが見つけて保護してくれた。校長の娘が、「天国の開かれた門」教団
に属していて、主人公の母親を教会で見かけたというので行ってみると、それ
は母親の姉のエペティで、母親の方は他の教団に移っていったという。主人公
は母親の実家のある郊外のエンベニョロに赴いた。
５．コーダ：自由
主人公は、そこで祖母のラシェルと涙ながらの対面を果たす。祖母は、ムバ
レという少年を呼んで、エウェンジが夜ごと現れるという墓場に孫娘を案内さ
せた。正気を失って夫の墓を暴こうとするエウェンジの前に主人公が姿を現す
と、母親は、なぜ戻ってこなかったのかと憤り、娘に襲いかかろうとした。ム
サンゴは、母親の面倒を見ていこうと決める。家に帰ると、祖母は穏やかな表
情で息絶えていた。主人公はムバレと手を携えて新しい人生を歩み始める。
語るのはだれか
前作の『夜の内側』では、語り手は登場人物の背後に退いて、事のなりゆきを
客観的に描写していた。ものごとに対する評価は、登場人物の直接話法の語りに
よって行われ、語りはすべてイタリックで表記されていた。『来たる日の輪郭』
でも、前作と同様、登場人物の直接話法の語りはイタリックで表されている。だ
が、本小説の語り手は主人公のムサンゴである。ムサンゴが自身の体験を一人称
で語り、母親のエウェンジに対して二人称で呼びかける形をとる。
ところで、小説では冒頭から語り手が鋭い社会分析を展開する。その内容は、
いかに早熟で利発な娘であろうと、とうてい 12歳の少女がなしえるものではな
い。したがって、読者は、小説のはじまりから物語の語り手はいったい誰なのか
という問いを抱かざるをえない。
この問いにインタールードで一つの糸口が与えられる。第1ムーブメントまで
は、小説は総じて写実的に描かれている。ところが、インタールードの終わりの
部分で、このパート全体が、行き倒れた少女ムサンゴの見た夢だったという結構
が提示される。そして、読者は、その老女がほかならぬ少女ムサンゴの老いた姿
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であることを知るのである。作家ミアノ自身も「ムサンゴは時として、自分の母
親より大人びて語る。ムサンゴはただ一人の少女ではなく、複数の女性を宿した
存在だ」と語っている。
したがって、ムサンゴは一見写実主義的な小説のヒロインと見えて、実は、時
空を超えたムボアスの女性のシンボルとして設定されているといえる。語り手の
声は一人の少女だけのものでなく、弱者たちの声ならぬ声を代弁するものでもあ
る。そして、そこには作家自身の声も混じっていると考えられる。ムサンゴの語
りを通じて随所に示される厳しい社会分析や批判は、作家のそれと重なっている
だろう。
２．紛争後社会の表象
以下では、小説において「紛争後社会」がどのように表象されているのかを見
てみよう。
「紛争終結」の実態
前作の『夜の内側』においては、「変革の力」と称する武装集団が、石油資源
を占有するために人々を暴力で支配しようとする反乱軍であると表象されていた。
『来たる日の輪郭』においても、紛争時の反乱軍は、「解放闘争」の名の下に、
村々で略奪をくり返してはアルコールと薬に溺れていたとされる。
紛争終結の経緯については、ソンベが反乱軍の手に落ちたことにより、西側の
同盟諸国がムボアスの大統領を見限り、ムボアス在留の自国民を保護するために、
紛争当事者に平和条約締結を迫ったと説明される。
紛争後は、「解放闘争」の果実を得られなかった反乱軍の元リーダーたちが、
非合法組織を作って暗躍する。戦争は終わったとされたが、状況に応じて形を変
えたにすぎず、「もはや安全はない」5）というのが紛争後社会の実態だとされる。
日常的に食糧が不足し、襲撃も繁く、薬もない。終戦したにもかかわらず平和が
実現していない。これが小説に描かれた「紛争後社会」のもっとも恐るべき点で
ある。
紛争終結後数年を経ても、経済状態は好転していない。田畑を焼かれた地方の
農民は都市に集まり、ソンベの住人の数は以前の倍にもなっているが、人々には
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仕事がない。肉体労働で金をかせぐ道もおぼつかない。引っ越しを手伝って「危
険なほど荷を積んだ手押し車」6）で何度も往復しても、一日の終わりに食事が出
るのを期待できる程度である。公務員の給料も滞っている。兼業農業で切り抜け
ようとする人は、「週末には畑を耕し、罠にヤマアラシがかかっていることを願
う」7）。経済のグローバル化が人々の生活を豊かにしている気配もない。「アメリ
カのグローバル企業のロゴの入ったＴシャツ姿」8）で、男たちはゴムの樹液の入っ
た桶を運んでいるが、それは植民地期の強制労働を彷彿とさせる光景である。そ
のため、闇商売や詐欺が横行する。
共同体の崩壊
紛争後社会が復興する条件として、共同体の存在を指摘する研究がある 9）。前
作の『夜の内側』では、村落共同体における女性たちの強い絆が描かれていた。
これに対して、都市を舞台にした『来たる日の輪郭』では、「本当の共同体はも
はやない」10）とその崩壊が告げられている。人々は「互いにスパイし合い、情
熱的に嫉妬し、連帯というより群居の習慣から隣り合っているだけだ」11）とさ
れる。
共同体が崩壊し、都市に生きる人々が、希望を持てない個人が集まった群衆に
なったとき、人は苦しみのはけ口を他者への制裁に求める。群衆は泥棒に容赦し
ない。「自らは罰せられることのない悪党どもが支配する国では、住人はおのれ
の怒りをちょっとした雑魚に向ける」12）とされる。群衆の制裁が、社会正義を
行わない独裁政治家のもとにある社会の病理とされていることは、非常に興味
深い。
紛争後社会で個人は占いや宗教に走るが、それは「現実逃避」13）であり、そ
の心の「闇」14）は弱者に向けられるとされる。フランス人女性のアイーダが運
営する救援施設に保護された主人公は、自分と同じように虐待を受けたこどもが
多いことを知る。「悪霊つき」15）だとして親に捨てられたこどもの命を、近所の
大人たちが消してしまうこともある。「悪霊つき」かどうか、こどもの口にわら
を差し入れるなどして大人が試罪をすると、こどもがどのような反応を示しても、
結局、「悪霊つき」と証明される結果になるという。すると、「悪払い」16）と称
してこどもは折檻される。虐待は数日続き、逃げる子もいるが多くが死にいたる。
本当に自分は「悪霊つき」だと思い込むこどももいるとされる。
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また、飢えて弱った人の心に、現世の利益を約束する新興宗教のよびかけが強
く訴えかける。教団は「己の友を警戒せよ」などと相互不信をあおり、教会に金
を差し出す者のみが救われると説く。その事情は、「反乱軍と正規軍が残したも
のは、信仰という名を詐称した絶望だ」17）と総括されている。
3．弱者はどのような虐待を受けているのか。
以下では、紛争後社会において、だれが弱者に犠牲を強いているのかを見てみ
よう。
3−1　捨てられるこども：ムサンゴの場合
紛争後社会はこどもに厳しい。「私たちの文化では自殺は罪なので、途方に暮
れた親たちはこどもを犠牲にする」18）とされる。ただし、苦境に置かれた親た
ちがみなこどもを虐待するわけではない。小説では、劣悪な環境の中で必死にこ
どもを守ろうとする母親たちの姿も書き込まれている。では、どのような親子関
係の中から虐待が発生するのか、ムサンゴの場合を追ってみよう。
「父」の消失
ムサンゴが「パパ」と呼ぶ養父には名前が与えられていない。この人物を本稿
では「パパ」と表記する。パパは富裕層の出身で、同じ階層の女性を略奪して結
婚したが、妻はふたりの子をもうけた後、愛人と出奔した。残された夫は離婚は
せず、エウェンジと家の外で会っていた。「ムボアスの富裕層の男は、快楽を家
の外で買うが、外の女とは結婚せず、彼女が自分の子を身ごもっても引き取らな
い」とされる 19）。だが、パパの場合は、エウェンジが彼の子だと言って赤ん坊
を差し出したとき、それが本当に自分の子だと信じたわけではなかったが、心の
嵐を鎮めてくれる存在だと感じて、ドゥアラ語で「平和」を意味するムサンゴと
名付け、母子を家に引き取った。
成長するにつれてムサンゴが利発だと分かると、パパは、父親が賢い証拠だと
して、本などを与えて可愛がった。「我々の国では、こどもが成功すれば男は自
分が父親だと公言する。だが失敗すれば責任は母親ただ一人が負う」20）とされ
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る。パパはエウェンジには執心せず、「私の娘の母」21）として遇した。
ここには、生物学上の父であるか否かにはこだわらず、縁あった女児を養育す
る父性のあり方が描かれていて興味深い。結局、パパはエウェンジを妻として認
めず、遺言も残さないまま、暴漢に襲われて逝った。
虐待の発生：母親エウェンジ
エウェンジは貧困層の出身である。その母ラシェルは、二人の娘エペティとエ
ウェンジを産み、近所の孤児をもひきとって育てた。次女は難産だったので、母
親はドゥアラ語で「戦い」を意味するエウェンジと名付けた。エウェンジは利己
的で、独占欲が強く、幼い頃は母の愛を姉と激しく争った。姉は裕福な男の妻に
なって貧しい境遇を脱したので、エウェンジは嫉妬し、自分も金銭と愛情を与え
てくれる裕福な男を求めた。
主人公を宿した当時、エウェンジは二人の既婚者と交際していたが、生まれた
子は裕福なパパの子だと言い切った。だが、12才のムサンゴに会った祖母のラ
シェルは、その顔立ちから、パパは主人公の実父ではないと断言する。ここで、
エウェンジがひとり嘘をつき通していたことが読者に知られるのである。
ところで、エウェンジは、娘が鎌状赤血球による病のために虚弱で、数ヶ月に
一度発作を起こすことに腹を立ててきた。だが、この病はラシェルの代からの遺
伝的なもので、エウェンジも同じ症状に苦しんできたのである。パパはその遺伝
的関連を指摘するが、エウェンジはそれを頑として認めない。自分が認めたくな
い事実は受け入れないのである。
パパはムサンゴの病気を咎めなかった。エウェンジは、ムサンゴが死ねば自分
の存在価値がなくなると考え、娘の死を恐れた。一方で、ムサンゴがパパに可愛
がられると、エウェンジは嫉妬した。授乳したために体型が崩れ、パパの愛が得
られなくなったと考えて娘を憎んだ。また、長く授乳させたパパも恨んだ。
パパが死ぬと、エウェンジはパパ一族に対して、ムサンゴを認知し、自分との
内縁関係も評価すべきだと主張した。だが、財産は正妻のこどもにわたり、エ
ウェンジ母子は葬儀にも参加を許されず、住まいからも立ち退きを命じられた。
エウェンジはたちまち困窮し、ムサンゴに治療費がかさむことを憤るようにな
る。娘を占い師の老女セセに見せたところ、ムサンゴから悪霊を追い出せと命じ
られたため、エウェンジは、ムサンゴを裸にしてベッドに縛り付け、竹でむち打
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ち、隣人を呼んで悪霊払いの現場に立ち会わせた。隣人たちは誰も少女を救おう
としない。逆上したエウェンジは、娘の鼻、口、性器に紙を詰め灯油をかけて火
をつけようとした。それを占い師に制されると、二度と自分の前に現れるなと言
い渡して、娘を追い払った。
ところが一方で、エウェンジは娘がすぐに戻ってくるものと思っていた。だが
帰らないので、小学校の校長をたずね、「誰も欲しがらない私の黒い人形を返せ」
と迫った 22）。
孤独なエウェンジは、裕福な姉に援助を求めるが拒まれ、物乞いとなる。「貧
しさが狂気を引き寄せる」23）庶民の町で支離滅裂に叫び始めたため、警官が病
院に連れて行くが、医師は無一文の患者を受け入れない。新興宗教の門をたたく
も、金も土地もないエウェンジに門は開かれない。ついにエウェンジは自分の不
幸の責任を占い師のセセに問い、老女を打擲して家から追い出し、代わりに自分
が住みついて、夜な夜な夫の墓の前で呪いの言葉を吐くにいたる。
このように、エウェンジは、自分に不都合な真実は認めず、嘘偽りの世界に生
きている。徹底して利己的で、他者に依存し、「他者の影に隠れ」24）、他者が問
題を解決してくれることを待っている。愛されることを渇望するが、他者を愛そ
うとはしない。そして、望みがかなわぬとなると、怒りを他者に向ける。「誰も
自分に与えようとせず、自分からレモンのように絞ろうとする」25）と毒づく。
「そもそもすべては母親のラシェルが原因だ。母親が自分を愛さないから、自分
も誰からも愛されないのだ」26）と非難する。エウェンジにとって、娘のムサン
ゴは自分の所有物である。それゆえ、裕福な夫を得るための道具として利用する
が、夫が消えて利用価値がなくなると、病を抱えた娘を疎んじ、虐待し、捨てる。
にもかかわらず、娘が姿を消すと、失った「所有物」を取り戻そうとする。結局、
母親は利己的な「エウェンジ（戦い）」に破れ、自滅するのである。
3−2　売られる女性たち
小説には人身売買の犠牲となる女性たちが描かれている。彼女たちは経済的理
由から、あるいはその同性愛嗜好から家族に厄介者扱いされ、数ヶ月分の食費代
と交換されてヨーロッパに渡る。さらに、女性たちは渡航費用など組織に対して
出発前からすでに負債を負っている。女性たちの事情については、マリー・ンディ
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アイの小説『三人の強き女たち』27）（2009）におけるヒロインの場合も同様で
ある。
ソンベ近郊などで集められた女性たちは、渡航前の数週間から数ヶ月間、アジ
トに留め置かれては消えていく。組織は女性たちの偽造書類を手配するが、そう
でない場合はチャドやニジェールを経てカヌーで地中海を渡らせる。
小説中の最年少者は 20才のエンダレである。彼女は、母親の再婚相手にレイ
プされて妊娠した。母親は、つねづね夫が自分の連れ子ばかりを見るので、娘に
嫉妬していた。エンダレが妊娠すると、母親は、誘惑したお前が悪いと娘を責め
る。エンダレの母親も、エウェンジと同じく夫に依存する人間で、妻という社会
的立場を固めるためだけに子供を作る、「ヒルのように」28）強欲な人間なので、
自分のこどもを愛さない。それどころか、「こどもはそれとは知らぬ間に、親の
最大の敵になり得る」29）とされる。
法律で中絶が禁じられているため、エンダレの母親は自分の手でエンダレを堕
胎させ、その命を危険にさらす。あげくに「娘がいかに邪悪であるかを理解させ
よう」30）と金だらいに捨てた胎児をエンダレに見せた。娘はショックのあまり
家を出て、「目覚めの教会」に救いを求めた。
教会幹部はエンダレを手当てした後、洗脳してアジトに監禁した。その後、
「永遠の命」は、エンダレをソンベの教会に連れてきて、信者の若者らと性交さ
せる。エンダレを再び妊娠させ、その状態でヨーロッパに送り、変態趣味の客を
取らせようというのだ。
エンダレは、両親からも宗教教団からも虐待されて、性奴隷として売られてい
く最も悲劇的な例を示している。
3ー3　追放された老女
インタールードに現れる老女は、夫と3人の息子を亡くした。ひとつの家族に
多くの死者が出たことを怪しんだ村人が、水の精霊に伺いをたてたところ、「死
者の周りにいる女が魂を食らった」という託宣が下った。そこで、老女が名指さ
れ、村を追われて洞窟に住むようになったという。だが、虐待は老女が村を離れ
てもおさまらず、村のこどもたちが「魂喰い」31）とはやしたてては石つぶてを
投げていく。家族を失って傷つき、最も助けが必要な遺族女性に、死の責任まで
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負わせて村から放逐するという共同体の排除の暴力が示されている。
老女は、自分が「魂喰い」と名指されたのは、社会が役立たずの老人を追い払
うためだと分析している。また、人が虐待するのは、自分が踏みつぶせる弱い者
が必要だからだと言う。他者を苦しめる力を持っているということが、人を安心
させるというのだ。
４．「悪霊」観
小説では、占いや新興宗教が、「悪霊」観を用いて虐待を正当化するさまが批
判的に描かれている。
４−１　占いと呪術
小説では、「悪霊」や呪物の考えが人心に深く浸透しているさまが複数例描か
れている。それによれば、「悪霊」は、人の身体とは別個の実体として存在し、
人の身体に入り込むとされる。そして、祈祷などの力によって、身体から悪霊を
退散させたり、身体を悪霊から守ったりできるとされる。人の死の原因が悪霊に
帰されると、悪霊が宿ったとされる人物が「魂喰い」として制裁を受ける。「魂
喰い」については、アマドゥ・クルマの『アラーの神にもいわれはない』32）（2000）
などにも描かれている。
エウェンジが、主人公を占い師のセセに見せると、セセは小石で占いをたて、
「エウェンジはムサンゴを娘だと思っているが、実は、姉のエペティがエウェン
ジを打ちまかすために送った悪魔である。夫の死の原因であるムサンゴと縁を切
らねば、今度はエウェンジが殺される」と告げる 33）。そこで、エウェンジが娘
を焼き殺そうとしたところ、セセが割って入り、「娘を焼き殺しても、悪魔は娘
の身体から抜け出して、他の誰かの身体に入り込むだけだ」と止めた 34）。さら
に、占い師は、エウェンジの家を清めて、悪霊が入り込まないようにしてやろう
と申し出て、ムサンゴには出来るだけ家から遠くに去れと命じた。
また、主人公が、「目覚めの教会」の信者たちの前で、親に虐待され、教団の
裏組織に拉致された経験をぶちまけると、信者の一人が、「イロンディは黒魔術
の場所である。精霊が跋扈するところで3年も過ごしながら、今もこの子が生き
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ているということは、やはり尋常ではない。母親が娘を追い出したという判断は
正しかったのだ」35）と、虐待した母親の方に軍配を上げる。
一方、人身売買組織は、悪霊や呪術への恐怖心で女性たちを心理的に縛って、
逃亡を防ごうとする。そのために、アジトをイロンディという人の恐れる土地に
置き、「悪霊たちから守る」という名目で女性たちを一室に閉じ込める。そこに、
儀礼担当の「永遠の命」が恐ろしげな衣装をまとって現れ、娘たちに爪と髪の毛
束を差し出させ、それらを集めて祈祷する。自分の身体の一部を呪者に渡すこと
は、自分の命をその者に委ねることだと信じられているので、「永遠の命」は娘
たちに服従の誓いを立てさせ、自分を裏切れば不幸になると脅した。この呪縛は、
女性たちがヨーロッパに渡っても効力を失わない。組織は、女性たちが身体の一
部を渡したがゆえに、彼の地でも逃亡せず、組織の告発もできまいと踏んでいる
のだ。それほど呪術への怖れは強いとされている。
４−２　新興宗教
三つの教団
一般に、紛争時や紛争後の混乱する社会においては、宗教が人々の心のよりど
ころとなり、新興宗教も生まれやすいとされる。一方で、スピリチュアル詐欺や
人身売買が横行することも知られている。
本小説では、新興宗教教団は弱者を救う場として本来的に機能せず、政治家や
警察権力と結託し、民衆を欺く存在として表象されている。富める信者には財産
を供出させ、貧者からは労働を搾取する。人身売買の犯罪組織の隠れ蓑として機
能するものさえある。
小説では「解放の言葉の教会」「天国への開かれた門」「目覚めの教会」という
三つの教団が描かれている。いずれもキリスト教の流れをくみ、シンボルカラー
は白で、女性信者は、死に装束のような白いスータンとスカーフをまとった「生
きながらの死者」36）と表現されている。
「解放の言葉の教会」はアメリカのプロテスタント福音伝道教会で、アメリカ
に行きたい、アメリカ人と結婚したいという人々を集めている。
「天国の開かれた門」は、教祖のボサンギ夫婦を中心に現世の物質的富を追求
する。教祖は、信者を金持ちにして、家族から悪魔を追い出してやろうと宣伝し、
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「この世は幻想で真実は他所にある。神に見返りを求めるなら、まず献金せよ」
と迫る 37）。
これに対して主人公は、教祖は「嘘つき」38）だと喝破し、「信者は自分が不当
に迫害されていると感じ、正義が行われることを求めているが、彼らのいう正義
とは、現実の力関係が逆転し、人を害する悪の力が、今度は自分の手にもたらさ
れることなのだ」と言う 39）。つまり、状況の質的変化ではなく、立場の逆転を
望んでいるとされる。
「目覚めの教会」は「アフリカ的キリスト教」のセンターで、千年王国派の聖
書主義を標榜している。主人公を捕らえたのはこの教団である。以下では、小説
で最も重要な役割を果たすこの教会の教義と活動について検討しよう。
教義
「目覚めの教会」では、「神は、他の人種を生む前にアフリカ人に話しかけら
れた。アフリカ人こそ神の似姿に最も近い」とし、キリストもモハメットもアフ
リカの予言者と見なす 40）。
また、教義は男尊女卑の考えに貫かれている。説教師は聖書を引用しつつ、
「女の起源は男である。男の起源はキリストで、キリストの起源は神である。女
は男に服従するために作られた」と説く 41）。
また、教会は伝統を賛美し、その延長上に聖書を位置づける。「ヨーロッパが
写し盗っていった聖書を取り戻し、禁じられてきたアフリカの儀式をキリスト教
の実践において復権させねばならない」と説く 42）。
また、「キリストが不幸な人間の体から追い払った悪魔が、豚に逃げ込んだ」
とする聖書の一節に依拠して、信者は豚を口にしない 43）。ここには、占い師セ
セと同じ悪霊観が認められる。
このアフリカ中心主義の教義を、主人公は「でたらめなシンクレティズム」44）
だと批判する。
活動
ところで、教団の幹部たちだが、教義を信じているわけではない。「光」と
「神の賜物」は、三十代の反乱軍の元リーダーで、紛争後に意図した政治的社会
的地位が得られなかったため、まず金儲けのために教団を設立し、のちに人身売
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買組織を作った。彼等は資本主義の信奉者で、教団は信者の収入を吸い上げるた
めの機関である。したがって、信者の中に失業者はおらず、名士たちが信者集会
を構成している。
「永遠の命」は、教団創立当時すでに宗教家として名が知られた存在で、「光」
と「神の賜物」にスカウトされた。売られる女性たちの心を儀礼を通じて支配す
るのが彼の役割である。「永遠の命」にとって儀礼は「麻薬のようなもの」45）で、
さまざまな悪霊退治や試罪法を考案し続けている。
教団施設では、女性信者たちが黙想しながら終日台所で働き、幹部のスータン
を洗う。その娘たちは放課後母親に合流して、教団の衣に着替える。
教団には修道院があり、男子高校生が昼間は学校へ行き、夜は修行をしている。
幻視体験をすると予言者として特別な地位が得られるので、青年たちは何週間も
断食する。紛争後の社会で、宗教家が青年の未来を拓く職業と見なされているこ
とが注目される。
儀礼
教団はエンダレに対する虐待を「浄化」と称する。エンダレは堕胎のショック
から教団をたずね、礼拝中にトランス状態に陥り、信者たちの前で「罪」を告白
した。「光」は、神の許しを得て王国に至るには犠牲が必要で、いったん地獄に
降りねばならないと説く。エンダレは洗脳されて、「ヨーロッパする」46）のは自
分の十字架で、神の意志なのだと信じるに至る。さらに、教団の修行者たちとの
性交を強制されることも、エンダレは自分の罪を償う苦行なのだと信じている。
小説では、新興宗教において悪霊の考え方が自在に姿を現し、キリスト教と混
交するさまが複数描かれている。
たとえば、「永遠の命」は、伝統宗教や悪霊観を援用して、「旅の神は妊婦に篤
い」ので、ヨーロッパに行く女性たちの中に妊婦がいると、旅の加護が得られる
と主張し、エンダレを妊娠させようとする 47）。一方、エンダレに対しては、「男
の精液が女を真に悪のエネルギーから守るので、修道院の寄宿生たちとの性交は、
悪霊にけがされた彼女を浄化することになる」と言う 48）。
また、主人公が信者の前で教団の裏の顔を暴くと、「永遠の命」は、「主人公に
は悪霊がとりついているので、浄化の儀礼を行うつもりだ」と言い、母親が主人
公を追い出したのではなく、母親が「永遠の命」に世話を委ねたのだと嘘を
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つく 49）。
また、主人公の暴露発言に応じて、ジャネア警視が調査すべきだと発言すると、
その妻は、「永遠の命」をペテン師よばわりするなら即刻離婚すると叫ぶ。妻は、
悪魔が主人公の口を通じて語って、みなの信仰心を試しているのだと主張する。
このように、小説では、新興宗教において児童虐待や性的虐待が、「浄化」や
「贖罪」として正当化される場面が批判的に描かれている。
５　弱者はどのように生き延びたか
以下ではまず、主人公が、虐待による心の傷を主体としてどのように克服した
のか、その意識化の過程を追う。ついで、主人公の心理的解放に他者がどのよう
に与っているのかを検討する。最後に、虐待から精神的肉体的に自由になるため
の諸条件がどのように展望されているのかを考察する。
５−1　主体の意識化
声をあげること
主人公は、幼い頃から近所の貧しいこどもたちと遊ぶことを禁じられて孤独だ
った。母親に邪険にされたが、その理由が理解できず心を閉ざしていた。
養父が死んで母親に虐待された時、主人公は、母親が自己嫌悪を自分に投影し
ていると感じる。虐待され、家を追われた主人公は言葉を失い、人身売買組織に
拉致されて数ヶ月間緘黙していた。この間、沈黙の中で、主人公は母親に虐待さ
れたことを考えつづけた。再び口を開くようになったのは、料理番のクウェディ
が、虚弱で一向助けにならない主人公に不平をならしつつも、薬を与えて世話し
てくれたことに心ほぐれたためである。
アジトでの生活の中で、ムサンゴは母親のことを忘れようとした。だが血の病
の発作に見舞われると母親とのつながりが思い起こされ、性器の洗い方がまずい
と折檻された体験も身体にしみていて、母親への怒りはつのるばかりだった。
一方、影のような囚われの女性たちと起居を共にする中で、主人公は自分も影
になってゆくように感じて、焦りを覚える。「この世に生まれたことは、自分の
罪ではないのだから、母親への怒りから自由になって、母親の助けを借りずに自
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分を愛したい」と願うようになり、「怒りの脈石の中で熟して、自分のアイデン
ティティを築いた」結果、ついに、「過去のすべてを受け入れる」と思えるまで
になる 50）。この意識化の過程の表現は、エメ・セゼールの「帰郷ノート」51）（1939）
を想起させる。
こうして、自分の人生は母親の繰り返しにはならないと考えられるようになり、
長い年月を無駄にしたが、あきらめずに明日を築いていこうと決意するに至る。
そして、母親を、自分の人生にたどり着くためにまたがねばならない柵とみなす
ようになる。
三年後、ついに主人公は、自分の状況を運命と諦めているアジトの女性たちを
耐えがたいと感じるに至る。「彼女たちは決定できず、ためらい、意志をもって
機会を捉えるべき時にそれを逃してしまう永遠の影たちだ。だが、自分はたとえ
ブッシュの中を一人歩くことになろうとも、自分の人生を生きてみせる」として、
主人公は脱出を図る 52）。
このとき、主人公は、自分はもう操り人形ではなく、命ある限り人生は自分の
もので、自分の考えには意味があると感じた。そして、「自分で意識したこの選
択のおかげで、私は今日生きている」53）と述懐するのである。自分の人生を自
分で選択することの切実さと喜びは、先述の『三人の強き女たち』のヒロインに
も通じるものである。
だが、自由を味わったのもつかのま、主人公は再び組織の表の顔である教団に
捕えられる。そこで男尊女卑の説教を聞くに及んで、「こんな茶番にも、黙って
いるのにもうんざりして」54）立ち上がり、教会の真の姿を暴いた。はじめて、
主人公が自ら公の場で発言するシーンである。
教団を逃れた主人公はソンベの街をさまよい、母親の消息をたずねようとする。
怒りと憎しみに満ちた母親の姿が脳裏から去らず、相変わらず心が闇にとらわれ
ていたためである。
名付けること
川辺で行き倒れた少女ムサンゴは、老女に助けられる。少女は「実際に自分の
身に起きたことよりも、なぜそうされたのかが理解できず、ただ黙って耐えねば
ならぬことの方が苦しい」と老女に訴える。これに対して、老女は「自分が知っ
ていることが、世界を理解することにどれほど役に立つだろうか」と問い返し、
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「少女の心は怒りに満ちているが、怒りは空しい」と説き、「怒りで悲しみはやり
過ごせない。悲しみに他の顔を与える能力が必要だ」とさとす 55）。
そして、自身が水の精霊のお告げによって「魂喰い」だと断罪された経緯を語
り、「自分は水の精霊を信じているが、自分を魂喰いだと言った者たちのことは
信じていない」56）と言う。伝統的信仰のあり方を否定することなく迫害行為を
非難し、自身が他者の不満のはけ口になっていることを指摘するのである。
さらに老女は、人から加えられた苦痛を追い払うためには、それを名付けるこ
とが必要だと語る。そして、こどもたちが投げつけた小石を指して、「私は悲し
みをこの石に込めた。これは排斥と不正義の石たちだ。もう私の中に悲しみはな
い。今は、憎しみを移したこの白い石を見ると、心が穏やかになる。自分を分割
されない全体だと感じて幸福だと思う。時にはメランコリーに襲われもするが、
それが去るたびにまた幸せな気持ちになれる。幸福とは行ったり来たりする偉大
な旅人だ」と語る 57）。そして、少女ムサンゴは、自分の人生を生きるとは、自
分を縛る錠を外して、自分を自由だと感じることであり、そのための鍵は怒りを
制御することにあると知る 58）。
老女は笑い、少女ムサンゴもはじめて他人の機嫌を取るためでなく笑う。自分
の老いた姿に出会うという白日夢によって、主人公は喜びの感情を味わい、はじ
めて心から笑うという行為を経験するのである。
発想の転換
夢から覚めた主人公は、ムロンガ校長を訪ねて保護される。校長の娘は大人に
なっても母親に依存し、その愛を独占しようとするが、それが満たされぬとなる
と、今度は新興宗教に走って、自分の中の悪を追い払ってくれと神に祈る。主人
公は、生きている以上悪は追い払えず、校長の娘の生き方は不毛だと感じる。
また、校長は家族のために学問の道を諦めてきたので、娘には最高の教育を与
えてやろうとした。娘はそれが重荷だと母親を恨んでいる。だが、主人公は校長
の娘に、母親が子に夢を託すとはうらやましいことだと告げる。
校長から、母親が自分を探していたと聞かされた主人公は、そのことに母親の
情愛を感じて慰められる。そして、母親を恐れず、憎まず、受け入れようという
気持ちになり、「もはや自分の人生を生きるために母親と闘う必要はない、生ま
れたその日から、人は自分の人生を生きているのだ」という認識を得る 59）。校
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長のはからいでようやく母親と再会できると考えたとき、主人公は、この数年間、
母親は自分にとって悪夢であったと同時に、狂おしい愛の夢でもあったと総括す
る。そして、再会したあかつきには、穏やかな心で母親に愛情を示そうと考える。
と同時に、主人公は、「自分の唯一の義務と権利は生きること」60）だと確信し、
それを決してあきらめないと決意する。それこそがムサンゴの得た希望だった。
母親から離れていた間、自分を裸で追い出した母親を許せずにいたが、離れたか
らこそ、自分は生きられたのだと考えるに至る。この発想の転換が、ムサンゴを
新たな意識の段階へと引き上げる。
今や少女は、苦痛をふり払うために名付けることを教えてくれなかった母親を
許し、校長の娘と同様、大人になれなかったこどもとして母親を受け入れ、母親
のこども時代にさかのぼって、その人生を理解したいと考え、母親の実家に赴く。
途中、主人公は図らずも占い師セセとすれ違う。だが、少女に占い師への関心は
ない。「セセは多くの秘密を持って逝くだろうが、それは私たちの未来にとって
有益なものではない」と考えるだけである 61）。
パートナーの出現
母親の生地のエンベニョロは、ドゥアラ語で「神」を意味する「ニャンベ」で
さえ、「そこに人が住んでいるとはご存じない」62）汚泥の世界である。そこで主
人公は祖母のラシェルに出会う。祖母は訪ねてきた孫娘の泥まみれの足をやさし
く洗ってやり、二人は静かに涙した。それまで、自分のために泣くことを知らな
かったムサンゴが、はじめて心から愛してくれる存在に出会って流した涙だった。
祖母は、胎盤と臍の緒を埋めてムサンゴの出生を記念したバナナの木を示し、
孫との再会の日を待っていたと語る。祖母の言葉に主人公は言いようのない喜び
を感じる。バナナの木のモチーフは、エマニュエル・ドンガラの小説『世界の生
まれた朝に』63）（1987）にも親しいものである。
祖母は、ムサンゴにムバレを紹介した。三才年上の彼は、ムサンゴにとって
「気が合って、自分のことを知ってほしいと思った」初めての人となる 64）。ドゥ
アラ語で「真実」を意味するムバレが、主人公を人生の新しい段階へ導く存在と
なる。
主人公が墓場で母親と再会した時、母親はムサンゴを探し回ったと告げた。こ
れを聞いたムサンゴは母親に感謝し、涙ながらに自分も不在をわびようとした。
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ところが次の瞬間、エウェンジは、自分の所有物でありながら勝手に逃亡したと
言って娘を責め、恐ろしい形相で娘の頭蓋にシャベルを振り下ろそうとした。だ
がそれをムバレに遮られると、仰向けに倒れて虚空に拳を振り回すのだった。
ムサンゴは失望する。だが、「病んで貧しい母親を見守る方が、憎しみ、虐待
する金持ちの母親に跪くよりましだろう」65）と諭した祖母の言葉通り、正気を
失った母親を保護しようと決意する。こうして母娘の立場は逆転し、ムサンゴは
ムバレと手を取り合って、新しい人生を踏み出そうとするのである。
５−２　介入する女性たち
主人公が虐待に抗して生き延びるには、大人たちの助けが欠かせなかった。救
いの手を差し伸べたのがことごとく女性であることは注目に値する。あたかも主
人公が、青年ムバレ（真実）に出会い、心のムサンゴ（平和）を得るまで、女性
たちが救いの鎖をつないだかのようである。彼女たちに共通するのは、窮地にあ
る弱者を放っておけない心根である。これらの人物たちがどのように弱者を守る
砦となっているのかを、クウィンらを例に見てみよう。
マーケットマミーのクウィン
クウィンは、家を追われ、市場をさまよう主人公に食べ物と寝場所を与えた。
見返りを求めず善を施す人物である。クウィンという名は、その母親が英語のク
イーン（女王）から名付けた。クウィンたちマーケットマミーには、日曜も休日
もない。「彼女たちの人生そのものが祈りであり、犠牲の連続だ。この労苦にま
さる捧げ物があろうか」とされる 66）。マーケットマミーたちへの作家の敬意が
伺える。
小説には、市場で干し魚を盗んだ少年が制裁を受けようとするところをク
ウィンが救う場面がある。クウィンがこどもをかばうと、群衆から「少年は元こ
ども兵だった。村に火をつけたこの子の罪は神様がご存じだ」という声が上がる。
だが、少年が本当にこども兵であったのかは判然としない。「普通の子はひとり
で市場をぶらついたりしないから、ひとりでいるこの子はこども兵か呪師にちが
いない」と推論されているからだ 67）。
また、ここには、元こども兵ならば罰を受けて当然という人々の考えが表れて
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いる。だが、小説の別の場面では、反乱軍に拉致されて、こども兵に仕立てられ
た少年が脱走するさまが描かれている。強いられて紛争に巻き込まれた場合でも、
なお許されぬこどもとして罰せられる少年兵の悲惨さが示されている。
さて、クウィンは群衆の怒りをなだめるために聖書を取り出し、「自分はここ
に書いてあることは全然信じてない！」68）と宣言した。その神をも恐れぬ言動
に群衆はたじろぎ、逃げ腰になる。そこでクウィンは、腐った魚を盗んだ子を殺
すより、世の中のためにすることがあるのではと問うた。それは、すでに気勢を
そがれていた群衆が内心考えていたことでもあった。人々は散っていき、クウィン
は盗みを働いたこどもに、これからは空腹なら自分のところに来るようにと告げ
た。ここには、民衆の心の奥にある正義や善の感覚を巧みに引き出す、民の女王
（クイーン）としての女性像が提出されている。
知識人ムロンガ
ムロンガは、紛争後の厳しい状況の中で懸命に学校を開き続けている教育者で
ある。シングルマザーとして娘を育ててもきた。熱心で厳しい教師で、フランス
語の教育には特に情熱を注ぎ、体罰も辞さない。主人公が学校に来なくなったと
きには行方をたずね、主人公に再会すると自分の家に住まわせ、学業を再開する
よう勧めた。
主人公の母親を探して「天国への開かれた門」の集会に出向き、そこで知り合
いの教祖ボザンギ・ママが多額の献金を要求してはばからないことを憤り、信者
たちの面前で彼女を罵倒する。正義感の強い女丈夫である。
市場で件のこどもの悲鳴を耳にすると、「この国の不正を懲らしめる代わりに、
みながこの子を制裁するから、自分が仲裁に行かなければ、少年は日没まで生き
られない」と感じて現場に駆けつけ、クウィンとともにこどもをかばう 69）。ム
ロンガは、群衆を鎮めるには威圧するしかないと思っている。そこで、「どこの
女がこどもを飢え死にさせるのか。私たちはどういう民になりさがったのか」70）
と人々に迫った。だが、この訴えは知識人の正論ではあっても、人の心に響かな
い。それをクウィンが引き取ってその場を収拾するのである。
ラシェルとアイーダの家
紛争後の社会において、こどもにとっての救いの場所として描かれているのが
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ラシェルとアイーダの家である。
主人公の祖母ラシェルは、実子の他に十人の身寄りのない女児を引き取って育
てたシングルマザーである。また、生後まもなく姿を消した主人公を待ち続け、
12才になった孫娘が姿を現すと、すぐにそれと気づいて温かく迎えた。そして、
ムバレ少年と孫娘を引き合わせ、二人に次代へのメッセージを伝える。
汚泥の街エンベニョロにあって、ラシェルの家は質素で清潔に整えられている。
外の臭気はとどかず、「土と植物石けんの香り」71）がする。庭には果樹や野菜が
植えられている。主人公は祖母の家に休息の場を見出した。
一方、孤児の救援施設を運営するフランス人のアイーダは、「ずっと昔、この
国がまだ国としてあり、人々に未来があった頃に、この国に一目惚れして」移り
住んだという 72）。二階建ての施設は竹垣に囲われ、庭には果樹が植えられ、ト
ゲバンレイシとパパイヤの香りがする。この場所だけは、「周りの世界を硬直さ
せている恐怖に打ちのめされておらず」73）ソンベでないかのようだと形容され
ている。
二人の女性に共通するのは、人種によらず、民族によらず、世代によらず、孤
児たちをひきとって世話しようとする慈愛の心である。それが「美しい家」を作
り、こどもたちに安心の場を提供しているさまが描かれている。
５−３　いかにして虐待から自由になりうるか
「影」からの脱却
「影」はミアノ文学の重要なテーマの一つである。本小説では、主体性のない、
他者に依存する存在が「影」とされている。「影」には虐待の加害者も被害者も
含まれうる。
主人公の母親エウェンジや売られゆくエンダレの母親は、夫の「影」として、
徹底して夫に依存する女の生き方を示している。
一方、人身売買組織に売られた女性たちは、身体の一部を組織に渡した時点で、
組織にみずから従属する「影」となる。呪術によって精神的に支配され、考えを
口にすることすら恐れて沈黙し、それが組織を延命させる。
また、校長の娘は母親に依存してその「影」となり、ついで宗教に依存する。
自分の心が満たされない理由を母親に問い詰めるが、答えが得られないので宗教
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に走る。だが、自分自身と向き合い、自分の心を見つめようとしないので、結局
そこでも解決は得られない。
また、エンダレも他者に依存する「影」である。虐待する両親こそが罪人であ
るのに、彼らが転倒した理屈で娘を責めると、それを受け入れ、教団が性的虐待
を「浄化」だと言うと、これも受け入れる。それゆえ、主人公が教団から逃走し
ようと誘っても、エンダレは動かない。
ここには、虐待から自由になるためには、被害者も加害者も、ともに「影」の
状態から脱却しなければならないという作家の立場が伺える。
現実認識
他者に依存し、他者に自分の人生を委ねる者は、エウェンジのように願いが叶
わぬと他者を恨むか、売られる女性たちのように運命と諦めるかに分かれる。こ
れに対して、主人公はそのいずれの道も選ばない。もっとも、人生のはじめにお
いてムサンゴ自身も「影」であった。母親の自己嫌悪の「影」であり、売られた
女性たちと同様「影」になりかけた。だが、それをよしとせず、自分の内心の声
に忠実であろうとする。このとき、主人公はもはや、売られる女性たちのように、
「本心を語って他者の悪意を引き寄せることを恐れて、真偽の判別できない、無
意味なおしゃべりで時をやり過ごす」のでなく、自分の言葉で語りはじめる 74）。
沈黙を破って、真実を語ることの大切さが訴えられているといえる。
一方で、主人公は世界を客観的に観察することを怠らない。主人公は、周囲の
事物と自分の状況とを照らし合わせて、理解し判断しようとする。遭遇する人々
を、教師あるいは反面教師として受け止める。たとえば、主人公は幼い頃、邪険
なエウェンジを継母だと思っていた。だが、自分の血液の病が母親の症状と同じ
であることを知って、やはり実母だと認識する。その態度は、自分に不都合な事
実を一切認めようとしないエウェンジの態度の対極にある。また、主人公は、母
親の振る舞いを観察し、その生い立ちを尋ねることによって、母親が虐待に走る
原因を探ろうとした。エンダレとは異なり、主人公は、自分の中の悪霊が養父に
死をもたらしたという、占い師や母親の言葉を信じない。ここには、虐待の問題
は加害者側にあり、被害者は自分を責めてはいけないという作家のメッセージも
伺えよう。
客観的に現実を認識し、自分の心の声に向き合い、発言し、選択し、行動する—
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それが、虐待から身をほどき、「影」から脱却して、主体的に人生を生きる条件
のひとつとして提示されているといえる。
他者の存在
主人公は両親から愛されている感覚なく育った。養父にとって、自分は父性を
感じさせる道具であり、母親にとっては、人生に復讐するための道具だったと考
えている。そのため心から泣くことも笑うことも知らなかった。
だが、クウィンら情け深い女性たちに助けられ、祖母ラシェルから愛されるこ
とで、人間的な感情を取り戻し、母を許そうという心境に達する。
ここには、母親に虐待を受けたこどもであっても、他者から保護され、愛情を
注がれることによって、加害者である母への怒りをおさめうるという作家のメッ
セージが読み取れる。
ところで、祖母ラシェルがムバレを主人公にひきあわせたのは、自身亡き後に、
孫娘の人生を支える人物が必要だという配慮からであろう。人生を分かち合いた
いと思う異性の出現は、主人公が少女から大人へと変化する契機となる。
ただし、ムバレは、ヒロインを救う白馬の騎士とはほど遠い存在である。彼は、
学業を放棄して街にたむろする若者グループのリーダーで、「アル・カポネのよ
うに」75）ヨーロッパに渡って大儲けしようと考えている。サミ・チャックの小
説『マリ人、アル・カポネ』76）（2011）にも通じるこの表現は、「ヨーロッパす
る」ことに性急に人生を賭けようとする、大陸の青年男子の時代意識を反映して
いるだろう。老いたラシェルは、ムバレが復学することを望み、「この地がこど
もたちを愛するすべを知らないからといって、この地を捨てていいわけはない」
と嘆く 77）。だが、一方で祖母は、「孫娘とムバレは互いに必要な存在となるだろ
うから心配はしていない」とも予言する 78）。
ムバレが日々の事態の処理に追われ、未来を思い描けずに「ヨーロッパする」
しかないと考えてしまう若者と設定されていることは重要である。彼は、主人公
のボディーガードではあっても、保護者とはなりえない。むしろ、主人公が復学
しようと考えていることから、翻意を促すべき相手となる。祖母は、若い二人が
対等なパートナーとして互いに助け合い、新たな関係を築いていくことに希望を
託しているといえる。
小説の幕切れで母親と再会した主人公は、自分が母親にとって「呪いの黒い人
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形」にすぎなかったことを再確認する。だが、それでも主人公は母親の面倒を見
ようと決意し、ここで母娘の力関係は逆転する。だがそれはたんなる立場の入れ
替わりを意味しない。今度は主人公が母親を虐待して復讐しようというのではな
いからだ。ムサンゴが、新たなパートナーとともに病んだ母を保護しようとする
結末は、過去の母娘関係とは次元の異なる関係を主人公が築こうとすることを意
味している。そして、これこそが、作家が提示する虐待から自由な主体の姿とい
えるだろう。
教育
小説には、体罰や不正入試など学校教育のさまざまな問題点が描かれている。
ムロンガ校長は、植民地時代の教育を受けた知識人の不幸な症例として提示され
ている。征服者の言語を操ることが、彼らと対等になる唯一の道だと考える校長
は、金属の定規でこどもの手をたたくなどの体罰も辞さず、フランス語の教育に
あたっている。また、ムボアスでは中学に進学するために国の試験に合格しなけ
ればならないが、合格に必要なのは金であるとされ、進学における不正も告発さ
れている。
だがそれでも、校長が「まだ学校に通ってきていて、信者集団やストリートに
取り込まれていないこどもたちを守らなければ」という使命感を持っていること
が肯定的に描かれ、主人公も、母親から逃げられる場として学校が大好きだった
とされている 79）。
学校教育は、問題を抱えつつも、なお若者の未来に重要な役割を果たすものだ
という作家の立場がうかがえる。
心の平安
自分の人生を生きることを選択した主人公のその後は、老ムサンゴの姿に示さ
れている。小説には、老女が、「洞窟の、おそらくは人の居住地域の限界をしる
す崖の下にいて」80）物質的には最低限の生活をし、かつ「魂喰い」と虐待され
ながら、なお心の平安を得ているさまが描かれている。
「（老女には）笑うと数本のおぼつかない歯しか残っていなかったが、そのほ
ほえみはやさしい。彼女は柔和そのものだ。顔はしわくちゃだが、しわの一つ一
つが感謝の祈りを物語っている」81）。老女は、自分の食べ物のすべてであるエビ
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とあぶった魚を器に入れ、その最もよい部分を少女に与えた。持てる最良のもの
を他者に差し出そうとする老ムサンゴの生き方は、エウェンジのそれの対極に
ある。
来たるべき日の輪郭
祖母のラシェルは、ムサンゴとムバレとともに火を囲んで夕食をとり、昔語り
の形を借りて若い世代に思いを伝える。「植民者はわれらの土地と汗と魂を欲し
がったが、魂は滅んでいない。ゆえに、憎しみを持つな。怒りは幻で、真の力と
は無縁だ。砕けた心をつなぎ合わせて、心に和を得られれば、真実に目が開かれ
る。来たるべき日の輪郭を描くには、自分たちが何者だったのかを記憶し、何を
なすべきかを思いめぐらせねばならない。愛は平和の、正義は真実の別なる形だ。
平和と真実が同盟するなら、あなた方は偉大なことを成し遂げられる。そして、
未来を求める人間に男女の区別はない」と告げる 82）。ここにおいて、ムサンゴ
（平和）とムバレ（真実）の出会いに、象徴的な意味が付与されていることを読
者は知る。平和と真実、そして男女平等が未来への鍵とされるのだ。
おわりに
本小説で作家は、母親に虐待された少女が、どうすれば心の傷をいやして、自
分の人生を生きうるかを追求している。一人称の語り手には、主人公の少女のみ
ならず、成人女性から老女にいたる、作家をも含めたカメルーンの女性たちが
宿っていて、それぞれに思いを語っていく。
紛争後の都市では人口が増加し、治安は回復せず、経済は破綻している。人々
の不満のはけ口は弱者に向かい、家庭や地域で虐待が発生し、占いや呪術、新興
宗教が、虐待を正当化する。
ミアノ文学のキーワードである「影」は、本小説では、主として他者に依存す
る者の意で用いられ、虐待の加害者も被害者もともに「影」になりうるとされる。
主人公の母親は夫に依存する「影」で、他者から利益を得ることのみを求め、現
実を直視せず、嘘で事実をねじ曲げる。こどもを自分の所有物と見なしているの
で、虐待してその命を危険にさらすこともためらわない。
これに対して、主人公は「影」の状態を脱して、個として自立してゆく。その
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ためには、主体としての意識の確立と他者の助力、そして対等なパートナーの
存在が必要だった。
虐待された主人公は、自分が母親の自己嫌悪の「影」であると認識し、また、
売られてゆく女性たちのような「影」にはなるまいと意識する。そして、周囲を
観察し分析して、正しい現実認識をえようとする。想定と異なる事象が現れると、
従来の認識を修正して新たな世界観を組み上げていく。また、他者の言動に学ん
で自己形成を遂げてゆく。そしてついに、母親を憎む心から自由になり、「自分
には、だれにも譲れない、生きる権利と義務がある」という認識を得て、自ら選
択し、行動し、考えを昂然と語り出すに至る。
このように、個の意識空間に入って主体的に考えようとする主人公にとって、
学校が母親の迫害から逃がれる救いの場であったとされていることは重要である。
さまざまな問題があっても、学校教育がこどもの人格形成に必要だという作家の
立場が伺える。
ところで、主人公は、ひとり孤独な思索によって意識化を果たしたわけではな
い。虐待に傷つき緘黙していた主人公の心を開かせたのは、見ず知らずの女性た
ちが示した情けの力だった。小説には、窮地にある弱者を放っておけない女性た
ちが、さまざまに救いの手を差し伸べるさまが描かれている。彼女たちは「すべ
てをなしえはしないが、多くをなしえた。か弱いが、否定できない光で闇を照ら
している」と称えられている 83）。
こうして、女性たちの思いやりに助けられ、祖母の愛に癒やされて、主人公は
母親への怒りを鎮めて、自らの心と和を結ぶ。そして、心を病んだ母親を保護し、
めぐりあった異性の友とともに人生を建設的に歩み始めようとする。
主体的に真実をたずね、他者の情愛に支えられて心の平安をえた女性が、対等
な関係のパートナーととともに、社会の未来、すなわち「来たる日の輪郭」を思
い描いていくことを作家は展望している。それは迂遠な試みのようであっても、
「最も偉大なものは、最も小さいものから出発する」84）からには、本質的な企て
となる。
もちろん、自立した個人の出現がただちに社会の発展をもたらすものではない。
だがそれでもやはり、「希望は個人にある。焦土の中からまだ何かが生まれてい
る」85）と主人公は言い、「この国のいたるところ、権力者が蔑むあらゆる場所に、
苦しみに屈しない同類が希望の中に在る。来たるべき日は彼らに属している」と
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宣言する 86）。そして、喜びに満ちた時代の到来にはまだ時間がかかるが、「後々
の世代がかならずやこの夢を実現するだろう」と予言する 87）。この厳しい現実
認識と美しき時代への夢は、同胞のウェレウェレ・リキングやカリクスト・ベヤ
ラにも、またガーナのアイ・クェイ・アーマ、ナイジェリアのチママンダ・ア
ディーチェらにも共有されるものである。
小説の出版にあたって、当初出版社は芳しい反響を期待していなかったらしい。
だが、案に相違して、小説は高校生ゴンクール賞を受賞した。苦しみから自由に
なって自分の人生を生きようとする少女の物語は、フランスでも焦点化されてい
る虐待の問題に道を示したものとして、高校生に支持されたといえるだろう。そ
して言うまでもなく、少女の物語は日本社会の問題とも無縁ではない。
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